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チュートリアル「障害とコミュニケーション」

安 啓一1,a)

概要：視覚や聴覚，発話に関係する器官に障害があると，どのようなバリアが（特にコミュニケーション
上で）生じるのか．またどのように他の感覚器で情報を補っているのか．どのような補償技術・支援技術
があるのかを，障害を切り口として紹介する．さらに，障害が重複した場合（例えば盲ろうなど）につい
ても紹介する．音バリアフリーの観点から音声コミュニケーションの不思議を探る．

Yasu Keiichi1,a)

1. コミュニケーションに関する障害

米国精神医学会が作成するDSM–5（精神障害の診断と統

計マニュアル第 5版）[1]によるとコミュニケーションに関

わる障害 (Communication Disorders: コミュニケーション

症群/コミュニケーション障害群)には (1)言語症/言語障害

(Language Disorder), (2)語音症/語音障害 (Speech Sound

Disorder), (3)小児期発症流暢症/小児期発症流暢障害 (吃

音) (Childhood–Onset Fluency Disorder(Stuttering)), (4)

社会的 (語用論的)コミュニケーション症/社会的 (語用論

的) コミュニケーション障害 (Social (Pragmatic) Commu-

nication Disorder), (5)特定不能のコミュニケーション症/

特定不能のコミュニケーション障害 (Unspecified Com-

munication Disorder)に分類されている．国際生活機能分

類：国際障害分類改定版（International Classification of

Functioning, Disability and Health, ICF）の構成要素「活

動と参加」の一つに「コミュニケーション」が挙げられて

いる [2]．日本音響学会音バリアフリー調査研究委員会で

はコミュニケーションにおけるメッセージ送受のどの部分

にバリアがあるかを分類し，支援技術の現状をまとめてい

る [3]．

2. 障害を補償するテクノロジー

表 1に障害とコミュニケーション支援技術の例を示す．

徐々に全身の筋肉が衰える難病である筋萎縮性側索硬化症

(ALS)については，気管切開に伴って声を失い，さらに進

行して閉じ込め状態になるとコミュニケーションが難しく
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表 1 障害と支援技術の例

障害・難病等 支援技術

聴覚障害 補聴器 [4]，人工内耳 [5]，手話認識 [6]，

環境音認識 [7]

視覚障害 点字，触覚ディスプレイ [8]，拡大読書機 [9]

スクリーンリーダ [10]

盲ろう 指点字，触手話，触指文字ロボット [11]

発声障害 人工喉頭 [12]

吃音 遅延聴覚フィードバック [13]，メトロノーム，

雑音付加

筋萎縮性側索 視線入力 [14]，音声合成 [15]，ブレインマシン

硬化症 (ALS) インターフェース [16]

なることからここで取り上げた．

3. 障害と合理程配慮

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（「障

害者差別解消法」と呼ばれている．2013年 6月制定，2006

年 4月 1日に施行 [17]）によって，障害者が求めた場合「合

理的配慮」を提供することが法律として明文化された．例

えば，吃音のあるものが就職の面接を受ける場合，時間の

延長を求められるようになった．大学ではボランティアセ

ンターや障害者支援センターなどに相談があった場合，入

試時に別室受験を行う例もある．授業においても，情報保

障やノートテイクなどを実施している機関も増えている．

高等教育機関による聴覚障害者の支援ネットワークも広

がっている [18]．
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